
歴
史
的
文
化
遺
産
で
あ
る
玉
川

上
水
を
ご
み
の
投
棄
な
ど
か
ら
守

る
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
散
乱

ご
み
な
ど
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

昨
年
は
、
三
鷹
駅
〜
万
助
橋
で
し

た
が
、
今
回
は
三
鷹
全
区
間
を
対

象
と
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◆
清
掃
日
時

２
月
20
日
œ
午
前

10
時
〜
正
午

※
雨
天
時
は
当
日
午
前
８
時
30

分
に
判
断
し
、
予
備
日
と
し
て
２

月
25
日
Õ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
集
合
場
所
・
集
合
時
間

山
本

有
三
記
念
館
（
下
連
雀
２
―
12
―

27
）
午
前
９
時
30
分

◆
服
装

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
と

軍
手
な
ど

▼
２
月
13
日
œ
ま
で
に
緑
と
公
園

課
ò
内
線
２
８
３
３
へ
申
し
込

む
。

市
で
は
、
「
平
成
15
年
度
版
リ

サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
U
」
を
作
成

し
、
市
内
の
全
世
帯
に
配
布
し
ま

す
（
新
聞
折
り
込
み
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）。

こ
の
カ
レ
ン
ダ
U
（
折
り
た
た

み
の
大
き
さ
Ａ
４
判
）
は
、
壁
に

か
け
て
使
う
も
の
で
、
日
付
欄
に

不
燃
ご
み
、
資
源
物
（
空
き
び

ん
・
空
き
缶
・
古
紙
・
古
着
）
の

収
集
日
程
が
お
住
ま
い
の
地
区
ご

と
に
記
入
さ

れ
て
い
て
、

可
燃
ご
み
に

つ
い
て
は
自

分
で
記
入
す

る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
カ
レ

ン
ダ
U

を
活

用
し
、
ご
み

減
量
へ
の
関

心
を
高
め
、

ご
み
の
出
し

方
、
資
源
物

の
出
し
方
の

再
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
２
月

中
に
各
家
庭

に
届
か
な
か

っ
た
り
、
ほ
か
の
収
集
地
区
の
も

の
が
届
け
ら
れ
た
り
し
た
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

∞
ご
み
対
策
課
ò
内
線
２
５
３

３
〜
２
５
３
５

２００３・２・２�　リサイクル　環境 広報

私
た
ち
は
、
毎
日
の
生
活
の

中
で
食
物
を
食
べ
て
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
そ
の
形
は
、
家
庭
の

料
理
で
あ
っ
た
り
、
フ
ァ
ミ
リ

U
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料
理
で
あ
っ

た
り
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
野

菜
を
食
べ
な
い
日
は
な
い
で
し

ょ
う
。

ま
た
、
ス
U
パ
U
マ
U
ケ
ッ

ト
で
は
、
日
本
産
だ
け
で
な
く

輸
入
さ
れ
た
外
国
産
の
野
菜
も

所
狭
し
と
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
今
「
エ
コ
野

菜
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
と
い
う
こ

と
で
、
露
地
も
の
で
あ
れ
ば
ハ

ウ
ス
も
の
に
比
べ
て
、
約
10
分

の
１
の
エ
ネ
ル
ギ
U
で
生
産
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

地
域
で
生
産
さ
れ
れ
ば
輸
送
に

エ
ネ
ル
ギ
U
を
ほ
と
ん
ど
使
わ

な
い
で
済
み
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
エ
ネ
ル
ギ
U
の
無
駄
を
無
く

す
こ
と
、
有
機
肥
料
や
無
農
薬

で
栽
培
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

全
国
各
地
で
「
エ
コ
野
菜
」
作

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

三
鷹
市
で
も
、
「
エ
コ
野
菜

地
域
循
環
モ
デ
ル
事
業
」
を
今

年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
大
沢
台
小
学
校
と
中
原

保
育
園
か
ら
出
る
生
ご
み
を
生

ご
み
処
理
装
置
で
一
次
処
理

し
、
市
の
施
設
か
ら
出
る
剪
定

し
た
枝
葉
と
合
わ
せ
て
堆
肥
化

し
、
こ
こ
で
で
き
た
堆
肥
の
品

質
を
確
認
し
て
、
市
内
の
農
家

な
ど
で
利
用
し
て
も
ら
う
と
い

う
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
の
健

康
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
有
機

肥
料
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
土

も
健
康
に
な
る
と
い
う
効
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
は
、
こ
の
よ
う
に
生
ご
み

を
堆
肥
化
し
て
循
環
さ
せ
れ
ば

い
い
こ
と
だ
け
か
と
い
う
と
、

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
、
調
理
さ
れ
た
食
べ
物
に

は
、
食
塩
な
ど
の
調
味
料
が
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
堆
肥
化
に

は
適
さ
な
い
と
い
う
問
題
が
あ

る
か
ら
で
す
。
従
っ
て
、
料
理

は
残
さ
ず
食
べ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
調
理
を
す
る

に
あ
た
っ
て
も
、
買
い
物
や
後

片
付
け
の
中
で
エ
ネ
ル
ギ
U
の

無
駄
や
ご
み
を
で
き
る

だ
け
少
な
く
す
る
と
い

う
工
夫
も
必
要
に
な
り

ま
す
。毎
日
の
こ
と
で
す
か
ら
、

一
人
ひ
と
り
が
こ
の
よ
う
に
心

が
け
る
こ
と
は
、
大
き
な
効
果

を
生
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

三
鷹
産
の
「
エ
コ
野
菜
」
も

近
い
将
来
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う

か
ら
、
そ
の
と
き
に
は
、
「
エ

コ
野
菜
」
を
使
っ
た
旬
の
料
理

を
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

次
回
の
テ
U
マ
は
「
低
公
害

車
」
で
す
。

∞
環
境
対
策
課
ò
内
線
２
５

２
３
・
２
５
２
４

「
エ
コ
野
菜
」

シ
リ
ー
ズ

『
環
境
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
』
⑪

◆
展
示
・
受
付
　
２
月
８
日
—
〜

15
日
—

◆
抽
選
会
　
２
月
16
日
À
午
前
11

時
か
ら

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房
で
は
、

粗
大
ご
み
の
中
か
ら
選
ん
だ
家
具

な
ど
の
「
掘
り
出
し
物
」
を
毎
月

抽
選
に
よ
り
提
供
し
て
い
ま
す
。

申
込
時
に
官
製
は
が
き
（
郵
便

料
本
人
負
担
）
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
（
こ
の
は
が
き
に
よ
り
「
当

選
・
落
選
」
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
）
。
当
選
し
た
方
は
、
抽
選
日

の
翌
日
曜
日
ま
で
に
所
定
の
手
続

き
を
済
ま
せ
、
当
選
品
を
持
ち
帰

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
抽
選
時
の
車
で
の
来
館
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

∞
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房
（
水

・
木
・
土
・
日
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
開
館
）
ò
34
―
３
１
９

６

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房

ミ
ヨ

リ
　
サ
　
イ
　
ク

ル

２
月
20
日
œ
午
前
10
時
〜
正
午

玉
川
上
水
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

実
施
し
ま
す
¿

第３回
参
加
者
大
募
集
¿

はがきを回収しますはがきを回収します
回収期間　　2月7日（金）まで
　　　　　　（各施設開館時間内）
　
回収場所　　三鷹市内各郵便局・三鷹市役
　　　　　　所・各市政窓口・三鷹市リサ
　　　　　　イクル市民工房に緑の回収箱
　　　　　　を設置しています。

回収できる　はがき（裏が写真のものも可）
もの

回収後、箱ごとリサイクルされますので、
プライバシーは守られます!!

※回収した「はがき」は、トイレットペーパ
ーなどに生まれ変わります。

お問い合わせ・連絡先

ごみ対策課リサイクル係
ò内線2533～2535

ご家庭で不用になった使用済の
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

傍
聴
と
グ
ル
ー
プ
討
議

参
加
者
受
け
付
け

2
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で
す

「
雨
を
資
源
に
」

雨
水
小
型
貯
留
槽
の

設
置
に
助
成

環
境
教
材
Ｖ
Ｔ
Ｒ

「
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・

ワ
ン
ダ
ー
」（
短
縮
版
）

プ
レ
ゼ
ン
ト

春
に
向
か
っ
て
日
が
長
く
な
る

と
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の
子
育
て
シ
U

ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
は
、
子
ど
も
た

ち
の
エ
サ
に
樹
木
の
害
虫
を
捕
ま

え
て
は
巣
に
運
び
、
結
果
と
し
て

緑
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。
庭
に
巣

箱
を
設
置
し
て
、
子
育
て
の
様
子

を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
２
月
11
日
è（
消
印
有
効
）ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
を
記
入
し
「
〒
181
―

８
５
５
５
三
鷹
市
役
所
緑
と
公
園

課
」へ
申
し
込
む
。一
家
に
１
個
ま

で
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

※
引
き
渡
し
は
、
２
月
25
日
Õ

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

∞
緑
と
公
園
課
ò
内
線
２
８
３

３

自
宅
の
屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を

貯
め
て
庭
の
散
水
な
ど
に
有
効
利

用
し
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
雨
水
小
型
貯
留
槽
を

設
置
す
る
方
に
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
屋
根
の
排

水
設
備
な
ど
に
よ
り
設
置
場
所
に

制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
緑
と
公

園
課
ò
内
線
２
８
３
３
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

野
川
の
野
鳥
・
植
物
・
水
生
生

物
を
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。
２
地

点
で
実
施
し
ま
す
。

▽
３
月
２
日
À
午
前
９
時
30
分
〜

正
午
、
都
立
野
川
公
園
西
端
（
二

枚
橋
）
ま
た
は
小
田
急
線
喜
多
見

駅
改
札
前
に
集
合
。
参
加
費
１
人

100
円
（
保
険
・
資
料
代
）。

▼
２
月
17
日
Ã
〜
20
日
œ
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
、
野
川
流
域
連

絡
会
事
務
局
（
東
京
都
北
多
摩
南

部
建
設
事
務
所
工
事
第
二
課
ò
042

―
330
―
１
８
４
５
へ
申
し
込
む
。

先
着
各
30
人
。

２
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
U
月
間
で

す
。
ご
家
庭
や
事
業
所
で
の
省
エ

ネ
ル
ギ
U
の
推
進
を
お
願
い
し
ま

す
。昨

年
、
市
の
公
共
施
設
で
省
エ

ネ
ル
ギ
U
診
断
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
報
告
書
の
中
に
ご
家
庭
で
も

で
き
る
省
エ
ネ
ル
ギ
U
対
策
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

fl
こ
ま
め
に
消
灯
し
ま
し
ょ

う
。‡

白
熱
電
球
の
購
入
時
に
、
電

球
型
蛍
光
ラ
ン
プ
に
取
り
替
え
ま

し
ょ
う
。

·
暖
房
温
度
は
、
20
℃
を
目
安

に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

‚
家
電
製
品
の
使
用
で
、
必
要

の
な
い
と
き
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
を

抜
き
ま
し
ょ
う
。

„
シ
ャ
ワ
U
の
お
湯
は
、
使
う

と
き
だ
け
に
し
て
、
こ
ま
め
に
止

め
ま
し
ょ
う
。

‰
車
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

い
ず
れ
も
、
簡
単
に
実
践
で
き

る
こ
と
で
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
U
は
、
二
酸
化
炭

素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
の
排
出
量
の
削
減

と
と
も
に
経
費
の
節
減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
家
族
で
行
っ
た
省
エ

ネ
ル
ギ
U
削
減
額
を
毎
月
積
み
立

て
、
家
族
旅
行
の
資
金
に
す
る
な

ど
目
標
を
立
て
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

エ
ネ
ル
ギ
U
使
用
の
多
い
２
月

を
、
省
エ
ネ
ル
ギ
U
行
動
の
ス
タ

U
ト
に
し
ま
し
ょ
う
。

∞
環
境
対
策
課
ò
内
線
２
５
２

３

ん
で
い
る
環
境
学
習
の
活
動
や
人

数
、
·
代
表
者
名
（
ふ
り
が
な
）、

‚
代
表
者
連
絡
先
（
住
所
、
電
話

・
フ
ァ
ク
ス
番
号
、
Ｅ
メ
U
ル
ア

ド
レ
ス
）
、
„
「
セ
ン
ス
・
オ

ブ
・
ワ
ン
ダ
U
」
へ
の
メ
ッ
セ
U

ジ
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
「
〒
163
―
１
０
１
１
新
宿

区
西
新
宿
３
―
７
―
１
新
宿
パ
U

ク
タ
ワ
U
11
階
　
X

ア
U
バ
ン
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
U
シ
ョ
ン
ズ
Ｅ
Ｐ
Ｍ

『
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
U

』

プ
レ
ゼ
ン
ト
係
」
¿
03
―
５
３
２

２
―
１
１
５
８
へ
申
し
込
む
。

∞
東
京
ガ
ス
X

西
部
支
店
ò
03

―
３
３
９
６
―
２
１
９
２

東
京
ガ
ス
X

で
は
、
地
域
で
環

境
学
習
を
し
て
い
る
団
体
を
対
象

に
、
「
沈
黙
の
春
」
の
著
者
レ
イ

チ
ェ
ル
・
カ
U
ソ
ン
の
エ
ッ
セ
イ

を
ア
メ
リ
カ
・
メ
イ
ン
州
の
自
然

と
と
も
に
映
像
化
し
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
U

映
画
「
セ
ン
ス
・
オ

ブ
・
ワ
ン
ダ
U
」
の
ビ
デ
オ
（
短

縮
版
・
30
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

▼
fl
団
体
名
、
‡
ふ
だ
ん
取
り
組

■
２
月
の
「
掘
り
出
し
物
」

抽
選
の
ご
案
内

三
鷹
市
と
調
布
市
が
共
同
で
進

め
て
い
る
新
ご
み
処
理
施
設
整
備

に
つ
い
て
市
民
、
有
識
者
な
ど
か

ら
な
る
検
討
委
員
会
で
検
討
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
議
論
さ
れ

た
内
容
の
報
告
と
グ
ル
U
プ
討
議

に
よ
り
、
新
し
い
ご
み
処
理
施
設

に
つ
い
て
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

▽
２
月
15
日
—
午
後
１
時
〜
４
時

30
分
、
三
鷹
市
公
会
堂
別
館
３
階

会
議
室
で
。

▼
傍
聴
希
望
の
方
は
、
当
日
、
直

接
会
場
へ
。

◆
グ
ル
ー
プ
討
議
参
加
者
募
集
中

▼
ご
み
対
策
課
ò
内
線
２
５
３
１

へ
申
し
込
む
。
先
着
30
人
。

野
川
水
辺
の
生
き
も

の
調
査

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の

子
育
て
を
観
察

し
ま
せ
ん
か

巣
箱
２
０
０
個
を
配
布


